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動物議競標本製作法

渡 辺 保 信

匂'3 回全日持て生物学大会は昨年紳戸市諏訪山 J、学校で開かれました。ぞの時第12 日の研究発表で
‘ 

の発表は会誌上i C 出ましょう'iJ>J  
じました。それで本誌l三載せました次第です。

さで発明の勤機から申じ土げて ましょう。古い麦藁帽子の洗濯をするつもりで描マγガン酸加

里溶液匙歯グラシで使いました' 所、翌日みますと、毛の‘部分73り全部主け: ずありませんでした。苛
性カH虫色水にと! かし1::.液が: コツ。に- あった時、自去を- Q f ! 持つで来7三生徒がありました。ぞの時殺す
つも で、その液に入れた所

‘方法

すe苛性、戸グの液、 5フ。ロ:かち 20 プロ主主の溶液乞作び動物の大小により各種の液に数分より 5

時間位迄浸す時は今透明となる。ぞの時， .  

のグ 1 セリシに主対しで 5一日程E位伊オルマリ 2ンを加えi7 G 貯競すれば槙本土 る事が出来ます。苛性

ソ{ 守の濃厚液¥2長時間浸しで置< 1:: 魚なぎは鰭が静け; : G 無〈なる心酷炉あるから注意を要す。勤

脹静脈の血管i三味液や群青液をL注射、しで後lご透観標本・とすれ4ぱ解剖標本日優る自鎮の位置¢内臓が

見られるよい標本、E る快事が出来ます Q 蛇なざは皮・を剥いでから作り魚類は鱗を kつでから標本を

るこ bが出来ます。苛性ソー やで宇透明となっTこものを水やアJレコ・戸ルに入れると不透明となって

から何色も去われぬ、私は式lE，10年頃lご発見しも今日記研究を続けでいる b
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